
理事長・手術統括医師
大島 佑介

日帰り手術を希望される患者様に対して、熟練した手術技量と最先端の医療設備、安全かつ良質な医療サー
ビスを真摯に提供できるようにスタッフ一同心がけております。また、遠くからの紹介患者については、術当
日はクリニック近くの宿泊施設に一泊していただき、翌日の診察で病状が安定していると判断した場合には、
紹介元で受診する選択肢もありますので、当院もしくは受診中のクリニックとご相談ください。

白内障手術
（極小切開・無縫合）

多焦点レンズ
（老眼治療）

硝子体手術
（網膜剥離等）

ICL手術
（眼内コンタクト）

近視治療
（オルソケラトロジー）

眼瞼形成術
（眼瞼下垂・重瞼）

医療法人 聖佑会 おおしま眼科グループ 日帰り手術ネットワーク
SEIYUKAI MED. CORP.

病院
最前線

日本有数の眼科
日帰り手術専門施設
大島理事長の生涯手術実績
・白内障手術件数 約 58,900 件
 （うち、多焦点レンズ 約   2,300 件）
・網膜硝子体手術件数 約 11,400 件
 （うち、網膜剥離 約   2,400 件）
※2022年12月現在

白内障（多焦点レンズ）手術、近視矯正（ICL）、網膜硝子体手術の日帰り手術専門施設

9:00～11:30

14:30～17:00

月診療受付時間 火 水 木 金 土 日・祝

● ● ● ●

● ●
休診 休診手術日

予約検査

紹介
予約のみ

● 休診

医療法人 聖佑会 おおしま眼科グループ

TEL：072-676-8900
〒569-0055　大阪府高槻市西冠1-12-8
　　　　　　　たかつき西冠ビル2F 

h t tp s : / /www.osh imaganka . com/

ファミリーマート

JR
摂津
富田
駅

阪急
富田
駅

第四中学校

コーナン

171マルヤス

ローソン

エディオン
関西スーパー
エディオン
関西スーパー

藍野大学

至高
槻→

←至
茨木

IC

「土室南」
バス停

三島丘西

富田丘町西

大畑町
駐車場

9:00～12:30

14:30～17:30

月診療受付時間 火 水 木 金 土 日・祝

● ● ● ● ● ●

● 休診
休診手術日

予約検査 ●● 休診

TEL：072-690-7540
〒569-1142　大阪府高槻市宮田町1-29-18
　　　　　　　たかつき宮田町ビル3F

https://www.oshimaganka.com/oec-miyatacho/

白内障（多焦点レンズ）手術、眼瞼手術、網膜硝子体手術の日帰り手術専門施設

手術日:火曜午後
休診日:木曜午後・土曜午後・日曜・祝日
◎電車~バスを利用の場合
・阪急富田駅  　 JR摂津富田駅(徒歩3分)まで移動ください
・JR摂津富田駅  JR摂津富田駅北出口より
　高槻市営バス3または4番のりばより乗車「土室南(はむろみなみ)」下車すぐ
◎タクシーご利用の場合
　「スーパーマルヤス宮田店 西隣」とドライバーにお伝えください。
◎マイカーご利用の場合
　「スーパーマルヤス宮田町店 東側」に共用駐車場15台(無料)あり
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高槻市役所前

新今堀橋西

高槻市
駅高槻駅

至大阪

至京都

阪急京
都線

すき家

9:00～12:00

13:30～16:30

月診療受付時間 火 水 木 金 土 日・祝

● ● ● ● ● ●

● 休診
休診手術日

予約検査 ●● 休診

TEL：072-975-6011
〒581-0869　大阪府八尾市桜ヶ丘1-10-2
　　　　　　　桜ヶ丘クリニックビル2F

https://www.oshimaganka.com/ikemotoganka/

手術日:水曜午後
休診日:火曜午後・土曜午後・日曜・祝日
◎電車をご利用の場合
　近鉄大阪線 近鉄八尾駅 北出口より 徒歩6分
　駅ホームに案内あり
◎タクシーをご利用の場合
　アリオ南の筋「桜ケ丘クリニックビル」とドライバーにお伝えください
◎お車をご利用の場合
　共用駐車場6台(無料)あり　他にも近隣に提携駐車場あり

小児眼科、白内障（多焦点レンズ）手術、網膜硝子体手術の日帰り手術専門施設

アリオ
八尾店

174

桜ヶ丘
3丁目りそな銀行

光町1丁目東

光町公園

近鉄大阪線

八尾市文化会館
プリズムホール

京都銀行

関西
アーバン銀行

近鉄八尾駅

マクドナルド

手 術 日：木曜午後・土曜午後（隔週）
休 診 日：水曜終日・土曜午後・日曜・祝日
◎電車~バスをご利用の場合
　JR高槻駅南口もしくは阪急高槻市駅
　 高槻市営バス4番のりばより「下田部団地」行きに乗車、
　「西冠」下車 徒歩3分
◎タクシーをご利用の場合
　「スーパーコノミヤ高槻西冠店真向かい」と、ドライバーにお伝えください
◎お車をご利用の場合
　「スーパーコノミヤ高槻西冠店 北向い」
　共用駐車場15台(無料)あり

9:00～12:00

14:30～17:30

月診療受付時間 火 水 木 金 土 日・祝

● ● ● ● ● ●

● 休診
休診手術日

予約検査● ● 休診

TEL：072-339-7060
〒580-0016　大阪府松原市上田4-3-19
　　　　　　　河内松原クリニックビル2F 

https://www.oshimaganka.com/matsubara/

手術日:金曜午後
休診日:木曜午後・土曜午後・日曜・祝日
◎電車ご利用の場合
　近鉄南大阪線 河内松原駅 南出口より徒歩2分
◎タクシーご利用の場合
　やまたか線沿い「河内松原クリニックビル」と
　ドライバーにお伝えください
◎マイカーご利用の場合
　共用駐車場22台分あり   (無料サービス券提供)

松原クリニック
OSHIMA EYE CLINIC MATSUBARA 小児眼科、白内障（多焦点レンズ）手術、網膜硝子体手術の日帰り手術専門施設

ご紹介で来院される患者様へ
◆紹介状・保険証・各種医療券を、必ずご持参ください。
◆車やバイクの、ご本人運転での来院はおやめください。検査の内容により、診療終了後に運転ができなくなる可能性があります。
◆曜日等により、大変混雑する場合があります。可能な限り来院前にお電話の上、お越しください。

Professional Doctor情熱医療
プロフェッショナルドクター
網膜硝子体・白内障・有水晶体眼内レンズ（ICL）手術

病院
最前線

2023

毎日ムック
2023年1月31日発売掲載

プロフェッショナルドクター　おおしま眼科クリニック

パソコンやスマートフォンから
特設サイトにて掲載内容がご覧いただけます

─ 特別インタビュー ─
医療法人 聖佑会 おおしま眼科グループ

代表 大島 佑介 医師



さ
れ
る
た
め
、
日
常
生
活
へ
の
支
障
が
少
な
く
、
速
や

か
に
社
会
復
帰
で
き
る
の
も
大
き
な
利
点
の
一
つ
で

す
」
と
大
島
理
事
長
は
語
る
。
現
在
、Ｉ
Ｃ
Ｌ
手
術
に

お
け
る
一
定
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
医
師
達
の
中
で
も

数
少
な
い
指
導
的
立
場
で
あ
る
「
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
」
と
し
て
も
活
躍
す
る
大
島
理
事
長
の
執
刀
を

希
望
す
る
患
者
が
大
阪
に
限
ら
ず
近
畿
一
円
よ
り
来

院
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
４
５
０
例
を
超
え
る
Ｉ
Ｃ

Ｌ
連
続
症
例
の
96
％
以
上
が
裸
眼
１・
２
、
99
％
で
１
・

０
以
上
の
良
好
な
裸
眼
視
力
を
獲
得
し
て
い
る
。
ま

た
、
強
度
近
視
の
み
な
ら
ず
、
強
度
乱
視
の
治
療
に

も
有
効
性
を
示
し
て
い
る
。

更
に
、
同
グ
ル
ー
プ
で
は
オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
と

い
う
学
童
期
の
近
視
進
行
抑
制
に
有
効
な
治
療
も

行
っ
て
い
る
。
お
お
し
ま
眼
科
松
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
溝

口
晋
院
長
は
、
大
学
病
院
や
地
域
の
基
幹
病
院
で
難

治
性
白
内
障
の
手
術
や
加
齢
黄
斑
変
性
な
ど
の
網
膜

疾
患
を
中
心
に
研
鑽
を
積
ん
で
き
た
豊
富
な
経
験
を

活
か
し
、
様
々
な
新
し
い
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
就
寝
時
に
特
殊
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
装
用
す
る
こ

と
で
、
角
膜
形
状
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
裸

眼
視
力
の
回
復
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
日
中
は

全
く
眼
鏡
が
要
ら
ず
裸
眼
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
す
る
お
子
さ
ま
で
も
安
心
し
て
治

療
を
受
け
て
頂
け
て
、
特
に
小
学
生
か
ら
中
学
生
の

間
に
治
療
す
る
こ
と
で
、
強
度
近
視
へ
の
進
行
抑
制

に
も
繋
が
り
ま
す
」
と
溝
口
院
長
は
近
視
治
療
の
有

効
性
に
つ
い
て
語
る
。

女
性
医
師
な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か
な
診
療

斜
視
・
弱
視
治
療
と

眼
瞼
下
垂
な
ど
の
眼
形
成
手
術

八
尾
市
の
お
お
し
ま
眼
科
池
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
池
本

淳
子
院
長
は
、
複
数
の
大
学
や
眼
科
専
門
病
院
で
従
事

し
て
き
た
豊
富
な
臨
床
経
験
か
ら
、
全
国
的
に
も
ク
リ

ニ
ッ
ク
レ
ベ
ル
で
は
標
榜
が
少
な
い
小
児
眼
科
を
積
極

的
に
行
っ
て
お
り
、
女
性
な
ら
で
は
の
た
お
や
か
な
診

尿
病
網
膜
症
な
ど
の
重
症
疾
患
に
も
日
帰
り
手
術
で

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
こ
の
医
療
体
制
の

も
と
で
、
当
グ
ル
ー
プ
で
２
０
１
４
年
２
月
か
ら
２
０

２
２
年
12
月
ま
で
に
行
っ
た
７
７
１
例
の
網
膜
剥
離
の

日
帰
り
手
術
で
は
、
初
回
復
位
率
が
９
７
・
４
％
、
最

終
復
位
率
が
９
９
・
８
％
を
誇
っ
て
い
る
。

極
小
切
開
で
行
う
低
侵
襲
な
白
内
障
手
術

負
担
が
少
な
く
感
染
リ
ス
ク
も
大
幅
に
軽
減

「
近
年
、
日
帰
り
手
術
が
よ
り
一
般
的
と
な
っ
た
白

内
障
手
術
で
も
、
約
２
・
２
㎜
の
極
小
切
開
で
無
縫
合

手
術
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
切
開
と
麻
酔
の
工
夫

に
よ
っ
て
出
血
や
痛
み
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
炎
症
や
感

染
の
リ
ス
ク
も
大
幅
に
回
避
で
き
る
の
で
、
視
力
回
復

が
と
て
も
早
く
、
殆
ど
の
方
が
手
術
の
翌
日
か
ら
普
段

通
り
の
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
入
院
に
比
べ
て
時

間
的
・
経
済
的
な
負
担
が
は
る
か
に
少
な
い
と
言
え
ま

す
」
と
語
る
大
島
理
事
長
は
、
角
膜
混
濁
眼
の
難
治
性

白
内
障
に
対
す
る
新
し
い
術
式
の
開
発
者
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
。
手
術
時
間
の
長
さ
が
予
後
に
影
響
を

与
え
る
と
も
言
わ
れ
る
が
、
一
般
的
な
白
内
障
手
術
を

平
均
４
〜
５
分
で
完
了
で
き
る
の
が
当
グ
ル
ー
プ
の
特

徴
だ
。
ま
た
、「
近
年
、眼
内
レ
ン
ズ
の
選
択
肢
も
増
え
、

健
康
保
険
適
用
の
単
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
や
乱
視
矯
正

対
応
の
眼
内
レ
ン
ズ
の
み
な
ら
ず
、
自
由
診
療
や
選
定

療
養
対
応
の
老
眼
治
療
に
有
効
な
多
焦
点
眼
内
レ
ン

ズ
な
ど
、
自
分
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
レ

ン
ズ
を
選
択
で
き
ま
す
」

学
童
期
に
有
効
な
オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
に
加
え

最
新
の
近
視
矯
正
「
Ｉ
Ｃ
Ｌ
手
術
」
も
実
施

当
グ
ル
ー
プ
で
は
近
視
矯
正
手
術
と
し
て
注
目
さ

れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｌ
手
術
（
眼
内
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
）
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。「
強
度
近
視
で
レ
ー
シ
ッ
ク
が

で
き
な
い
場
合
や
結
膜
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
従
来
の
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が
で
き
な
い
場
合
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｌ
手

術
は
可
能
で
す
。
術
後
翌
日
か
ら
裸
眼
視
力
が
改
善

最
新
の
眼
科
医
療
を
提
供
し

地
域
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う

お
お
し
ま
眼
科
グ
ル
ー
プ
で
は
、
定
期
的
に
勉
強
会

を
主
催
し
、
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
研
修
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
。「
質
の
高
い
医
療
提
供
の
た
め
は
、

最
新
か
つ
確
実
な
医
療
情
報
の
収
集
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
外
部
講
師
を
招
き
、
地

域
の
先
生
方
に
も
共
に
学
べ
る
生
涯
学
習
の
場
と
し
て

も
提
供
し
て
い
ま
す
」
と
地
域
で
の
中
核
的
な
役
割
を

担
う
大
島
理
事
長
は
熱
く
語
る
。
同
グ
ル
ー
プ
は
２
０

１
４
年
２
月
の
開
院
以
来
、
２
０
２
２
年
12
月
ま
で
の

９
年
間
で
約
２
５
０
０
０
例
を
超
え
る
手
術
を
行
っ

て
き
た
が
、そ
の
半
数
近
く
は
他
施
設
か
ら
の
紹
介
だ
。

と
り
わ
け
、
技
術
的
に
最
も
難
し
い
網
膜
硝
子
体
手

術
の
実
に
９
割
以
上
が
病
院
を
含
む
他
の
医
療
施
設

か
ら
の
紹
介
患
者
だ
と
い
う
。「
迅
速
な
受
け
入
れ
体

制
と
良
好
な
治
療
結
果
に
よ
っ
て
、
患
者
さ
ま
と
先
生

方
か
ら
高
い
信
頼
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
大
変
嬉
し
く

感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
先
生
方
と
密
に
連
携

を
図
り
患
者
さ
ま
の
た
め
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
」
と
語
る
大
島
理
事
長
は
、
従
来
日
帰
り

が
困
難
で
あ
っ
た
網
膜
硝
子
体
手
術
の
低
侵
襲
化
を

追
求
し
、
切
開
創
わ
ず
か
０
・
４
ミ
リ
の
27
ゲ
ー
ジ
無

縫
合
硝
子
体
手
術
シ
ス
テ
ム
の
開
発
者
と
し
て
も
世

界
に
名
を
馳
せ
る
な
ど
、
手
術
に
関
連
す
る
技
術
開
発

の
業
績
が
国
際
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

網
膜
硝
子
体
疾
患
の
日
帰
り
手
術
を
実
現
し
た

高
度
な
無
縫
合
小
切
開
手
術
シ
ス
テ
ム

同
グ
ル
ー
プ
で
は
、
低
侵
襲
で
画
期
的
な
手
術
シ
ス

テ
ム
と
し
て
注
目
さ
れ
た
27
ゲ
ー
ジ
硝
子
体
手
術
シ
ス

テ
ム
に
加
え
、
全
国
に
先
駆
け
て
最
新
の
３
Ｄ
デ
ジ
タ

ル
観
察
シ
ス
テ
ム
を
試
験
導
入
す
る
な
ど
、
最
新
の
設

備
と
熟
練
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
チ
ー
ム
体
制
の
確
立
に

よ
っ
て
、
黄
斑
前
膜
や
黄
斑
円
孔
の
よ
う
な
比
較
的
に

シ
ン
プ
ル
な
疾
患
の
み
な
ら
ず
、
網
膜
剥
離
や
増
殖
糖

幅
広
い
眼
科
医
療
に
対
応

高
度
な
眼
科
日
帰
り
手
術
を
行
う
プ
ロ
集
団

　
医
療
法
人
聖
佑
会
お
お
し
ま
眼
科
グ
ル
ー
プ
は
、

大
阪
の
高
槻
市
、
八
尾
市
お
よ
び
松
原
市
を
中
心
に

展
開
し
て
い
る
日
帰
り
手
術
専
門
施
設
だ
。「
最
新
の

眼
科
医
療
を
身
近
な
地
域
に
広
め
た
い
」
と
い
う
大

島
佑
介
理
事
長
の
理
念
の
も
と
、
２
０
２
３
年
２
月

現
在
、
日
本
眼
科
学
会
認
定
眼
科
専
門
医
７
名
、
視

能
訓
練
士
12
名
、
手
術
に
精
通
し
た
看
護
師
９
名
、

医
療
事
務
9
名
、
計
37
名
の
経
験
豊
富
な
各
専
門
分

野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
在
籍
し
、
全
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
日
々
の
診
療
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。

　
当
グ
ル
ー
プ
で
は
白
内
障
手
術
、
網
膜
硝
子
体
手

術
や
眼
瞼
形
成
手
術
の
み
な
ら
ず
、
斜
視
手
術
、
さ

ら
に
は
、
最
新
の
近
視
矯
正
手
術
と
し
て
注
目
さ
れ

る
Ｉ
Ｃ
Ｌ
手
術
（
眼
内
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
）
に
も
高

い
専
門
性
を
も
っ
て
幅
広
く
対
応
し
て
い
る
。
日
々

成
長
す
る
同
グ
ル
ー
プ
を
束
ね
る
手
術
統
括
医
の
大

島
理
事
長
は
、
大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
や
京
都

大
学
再
生
医
科
学
研
究
所
で
眼
科
の
基
礎
研
究
や
臨

床
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
活
動
は
国
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
海
外
か
ら
も
頻
繁
に
招
聘
さ
れ
国
際
的
に

活
躍
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ
。
そ
の
た
め
、
国

内
外
の
他
施
設
か
ら
の
患
者
紹
介
が
多
く
、
難
治
性

疾
患
や
重
症
例
の
手
術
を
一
手
に
引
き
受
け
、
日
々

自
ら
執
刀
し
て
い
る
。

療
に
定
評
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
乳
幼
児
期
の
屈
折
異

常
を
早
い
段
階
で
見
つ
け
て
治
療
を
始
め
な
い
と
、
弱

視
に
な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
る
。「
子
供
は
自
分

の
見
え
方
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
の
で
、
斜
視
や
弱

視
の
診
断
と
治
療
に
は
親
の
理
解
と
協
力
が
と
て
も
大

切
で
す
。
私
自
身
も
子
を
持
つ
親
と
し
て
一
緒
に
よ
り

良
い
方
法
を
考
え
、
結
果
を
コ
ミ
ッ
ト
す
る
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
池
本
院
長
は
、
小
児
眼
科
だ

け
で
な
く
、
白
内
障
手
術
や
眼
瞼
下
垂
な
ど
眼
形
成
手

術
も
得
意
と
し
て
お
り
、
炭
酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
ー
技
術
を

応
用
し
た
ダ
ウ
ン
タ
イ
ム
が
短
く
、
疼
痛
が
少
な
い
、

そ
し
て
傷
跡
も
目
立
た
な
い
眼
瞼
手
術
を
行
っ
て
い

る
。
同
グ
ル
ー
プ
に
在
籍
す
る
２
人
目
の
女
性
院
長
と

し
て
活
躍
す
る
の
が
お
お
し
ま
眼
科
宮
田
町
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
庄
田
裕
美
院
長
だ
。
大
学
病
院
や
基
幹
病
院
で

様
々
な
難
治
性
眼
炎
症
疾
患
の
診
断
と
治
療
に
従
事
し

て
き
た
経
験
を
活
か
し
た
診
療
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

昨
年
４
月
よ
り
斜
視
・
弱
視
診
療
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

し
て
小
島
美
帆
医
師
が
グ
ル
ー
プ
に
入
職
し
、
各
院
で

の
斜
視
・
弱
視
専
門
診
療
を
担
当
。
小
児
の
弱
視
訓
練

の
み
な
ら
ず
、
局
麻
や
全
身
麻
酔
の
斜
視
手
術
も
一
手

に
引
き
受
け
て
、
良
好
な
手
術
成
績
を
収
め
て
い
る
。

教
育
講
演
や
技
術
指
導
に
尽
力
し

世
界
の
眼
科
医
療
発
展
に
貢
献

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
を
見
せ
て
き
た
今
、
海
外
か
ら

再
び
白
内
障
や
網
膜
疾
患
分
野
で
の
招
聘
講
演
や
手
術

ラ
イ
ブ
の
依
頼
が
増
え
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
大

島
理
事
長
は
医
師
同
士
の
評
価
に
よ
る
「
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ

Ｄ
ｏ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｓ
ｉ
ｎ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
に
５
期
連
続

で
選
出
さ
れ
て
い
る
。
日
常
診
療
の
激
務
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
今
も
国
内
外
で
の
講
演
や
技
術
指
導
を
含
め
た

教
育
活
動
を
続
け
る
大
島
理
事
長
は
「
今
後
も
眼
科
医

療
界
全
体
の
発
展
に
尽
力
し
、
後
進
育
成
は
も
と
よ
り

私
自
身
も
成
長
し
続
け
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ま
へ
質
の

高
い
眼
科
医
療
提
供
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
」
と
熱
く

語
り
、あ
く
な
き
探
求
心
は
留
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

院内には国際学会での受賞トロフィーや賞状が数多く掲げられている。「Best Doctors in Japan 
2014-2015, 2016-2017, 2018-2019, 2020-2021,2022-2023」にも5期連続で選出

おおしま・ゆうすけ
医学博士。1992年大阪大学医学部卒業後、大阪大学医学部眼科学教室入局。99年大阪大学大学院
医学系研究科（博士課程）。京都大学再生医科学研究所（国内留学）。大阪大学大学院医学系研究科眼
科学教室講師・医局長および医療法人社団済安堂西葛西井上眼科病院副院長を歴任して、2014年よ
り眼科日帰り手術の専門施設「おおしま眼科クリニック」を開設し、現在大阪府下4施設を統括する「医
療法人聖佑会おおしま眼科グループ」理事長。日本眼科学会認定眼科専門医。日本眼科手術学会理事。
中国南開大学医学院客員教授、京都府立医科大学眼科学教室客員講師、ICL国際認定インストラクター

理事長 大島 佑介 

Professional Doctor情熱医療
プロフェッショナルドクター
網膜硝子体・白内障・有水晶体眼内レンズ（ICL）手術

最新の技術を集結し、日々進化するおおしま眼科グループ
難症例にも対応・「見える質」を追求するチーム医療を実現！

医療法人 聖佑会 おおしま眼科グループ 日帰り手術
年間総件数（2022 年 1月～ 12月まで）

白内障手術（選定療養認定施設） ─────────  3837件
（うち、多焦点眼内レンズ 113 件、多種のオーダーメイドレンズを取扱う）
対象疾患： 一般的な白内障手術のみならず、

難治性白内障や眼内レンズ合併症なども対応

網膜硝子体手術 ─────────── 497件
（うち、裂孔原性網膜剥離の緊急手術 142 件、初回復位率 97.4%、最終復位率 99.8％）
対象疾患： 網膜剥離、硝子体出血、黄斑円孔、黄斑前膜、

糖尿病網膜症や網膜静脈閉塞症による黄斑浮腫、
加齢黄斑変性や網膜細動脈瘤による網膜下出血など

眼瞼形成術 ─────────────  471件
（炭酸ガスレーザーによる術後の腫れや皮下出血が少ない手術）
対象疾患： 眼瞼下垂や眼瞼内反症など

眼内コンタクトレンズ（ICL）手術 ────  216件
対象疾患： 強度近視、強度乱視や初期の円錐角膜など

その他の日帰り手術──────────  180件
内訳：緑内障手術（18）、斜視手術（16）、翼状片手術（65）、涙道チュービング（24）など

日帰り手術総件数──────────  5201件

さ
れ
る
た
め
、
日
常
生
活
へ
の
支
障
が
少
な
く
、
速
や

か
に
社
会
復
帰
で
き
る
の
も
大
き
な
利
点
の
一
つ
で

す
」
と
大
島
理
事
長
は
語
る
。
現
在
、Ｉ
Ｃ
Ｌ
手
術
に

お
け
る
一
定
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
医
師
達
の
中
で
も

数
少
な
い
指
導
的
立
場
で
あ
る
「
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
」
と
し
て
も
活
躍
す
る
大
島
理
事
長
の
執
刀
を

希
望
す
る
患
者
が
大
阪
に
限
ら
ず
近
畿
一
円
よ
り
来

院
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
４
５
０
例
を
超
え
る
Ｉ
Ｃ

Ｌ
連
続
症
例
の
96
％
以
上
が
裸
眼
１・
２
、
99
％
で
１
・

０
以
上
の
良
好
な
裸
眼
視
力
を
獲
得
し
て
い
る
。
ま

た
、
強
度
近
視
の
み
な
ら
ず
、
強
度
乱
視
の
治
療
に

も
有
効
性
を
示
し
て
い
る
。

　
更
に
、
同
グ
ル
ー
プ
で
は
オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
と

い
う
学
童
期
の
近
視
進
行
抑
制
に
有
効
な
治
療
も

行
っ
て
い
る
。
お
お
し
ま
眼
科
松
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
溝

口
晋
院
長
は
、
大
学
病
院
や
地
域
の
基
幹
病
院
で
難

治
性
白
内
障
の
手
術
や
加
齢
黄
斑
変
性
な
ど
の
網
膜

疾
患
を
中
心
に
研
鑽
を
積
ん
で
き
た
豊
富
な
経
験
を

活
か
し
、
様
々
な
新
し
い
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
就
寝
時
に
特
殊
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
装
用
す
る
こ

と
で
、
角
膜
形
状
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
裸

眼
視
力
の
回
復
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
日
中
は

全
く
眼
鏡
が
要
ら
ず
裸
眼
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
す
る
お
子
さ
ま
で
も
安
心
し
て
治

療
を
受
け
て
頂
け
て
、
特
に
小
学
生
か
ら
中
学
生
の

間
に
治
療
す
る
こ
と
で
、
強
度
近
視
へ
の
進
行
抑
制

に
も
繋
が
り
ま
す
」
と
溝
口
院
長
は
近
視
治
療
の
有

効
性
に
つ
い
て
語
る
。

女
性
医
師
な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か
な
診
療

斜
視
・
弱
視
治
療
と

眼
瞼
下
垂
な
ど
の
眼
形
成
手
術

　
八
尾
市
の
お
お
し
ま
眼
科
池
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
池
本

淳
子
院
長
は
、
複
数
の
大
学
や
眼
科
専
門
病
院
で
従
事

し
て
き
た
豊
富
な
臨
床
経
験
か
ら
、
全
国
的
に
も
ク
リ

ニ
ッ
ク
レ
ベ
ル
で
は
標
榜
が
少
な
い
小
児
眼
科
を
積
極

的
に
行
っ
て
お
り
、
女
性
な
ら
で
は
の
た
お
や
か
な
診

尿
病
網
膜
症
な
ど
の
重
症
疾
患
に
も
日
帰
り
手
術
で

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
こ
の
医
療
体
制
の

も
と
で
、
当
グ
ル
ー
プ
で
２
０
１
４
年
２
月
か
ら
２
０

２
２
年
12
月
ま
で
に
行
っ
た
７
７
１
例
の
網
膜
剥
離
の

日
帰
り
手
術
で
は
、
初
回
復
位
率
が
９
７
・
４
％
、
最

終
復
位
率
が
９
９
・
８
％
を
誇
っ
て
い
る
。

極
小
切
開
で
行
う
低
侵
襲
な
白
内
障
手
術

負
担
が
少
な
く
感
染
リ
ス
ク
も
大
幅
に
軽
減

「
近
年
、
日
帰
り
手
術
が
よ
り
一
般
的
と
な
っ
た
白

内
障
手
術
で
も
、
約
２
・
２
㎜
の
極
小
切
開
で
無
縫
合

手
術
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
切
開
と
麻
酔
の
工
夫

に
よ
っ
て
出
血
や
痛
み
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
炎
症
や
感

染
の
リ
ス
ク
も
大
幅
に
回
避
で
き
る
の
で
、
視
力
回
復

が
と
て
も
早
く
、
殆
ど
の
方
が
手
術
の
翌
日
か
ら
普
段

通
り
の
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
入
院
に
比
べ
て
時

間
的
・
経
済
的
な
負
担
が
は
る
か
に
少
な
い
と
言
え
ま

す
」
と
語
る
大
島
理
事
長
は
、
角
膜
混
濁
眼
の
難
治
性

白
内
障
に
対
す
る
新
し
い
術
式
の
開
発
者
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
。
手
術
時
間
の
長
さ
が
予
後
に
影
響
を

与
え
る
と
も
言
わ
れ
る
が
、
一
般
的
な
白
内
障
手
術
を

平
均
４
〜
５
分
で
完
了
で
き
る
の
が
当
グ
ル
ー
プ
の
特

徴
だ
。
ま
た
、「
近
年
、眼
内
レ
ン
ズ
の
選
択
肢
も
増
え
、

健
康
保
険
適
用
の
単
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
や
乱
視
矯
正

対
応
の
眼
内
レ
ン
ズ
の
み
な
ら
ず
、
自
由
診
療
や
選
定

療
養
対
応
の
老
眼
治
療
に
有
効
な
多
焦
点
眼
内
レ
ン

ズ
な
ど
、
自
分
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
レ

ン
ズ
を
選
択
で
き
ま
す
」

学
童
期
に
有
効
な
オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
に
加
え

最
新
の
近
視
矯
正
「
Ｉ
Ｃ
Ｌ
手
術
」
も
実
施

当
グ
ル
ー
プ
で
は
近
視
矯
正
手
術
と
し
て
注
目
さ

れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｌ
手
術
（
眼
内
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
）
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。「
強
度
近
視
で
レ
ー
シ
ッ
ク
が

で
き
な
い
場
合
や
結
膜
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
従
来
の
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が
で
き
な
い
場
合
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｌ
手

術
は
可
能
で
す
。
術
後
翌
日
か
ら
裸
眼
視
力
が
改
善

最
新
の
眼
科
医
療
を
提
供
し

地
域
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う

お
お
し
ま
眼
科
グ
ル
ー
プ
で
は
、
定
期
的
に
勉
強
会

を
主
催
し
、
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
研
修
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
。「
質
の
高
い
医
療
提
供
の
た
め
は
、

最
新
か
つ
確
実
な
医
療
情
報
の
収
集
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
外
部
講
師
を
招
き
、
地

域
の
先
生
方
に
も
共
に
学
べ
る
生
涯
学
習
の
場
と
し
て

も
提
供
し
て
い
ま
す
」
と
地
域
で
の
中
核
的
な
役
割
を

担
う
大
島
理
事
長
は
熱
く
語
る
。
同
グ
ル
ー
プ
は
２
０

１
４
年
２
月
の
開
院
以
来
、
２
０
２
２
年
12
月
ま
で
の

９
年
間
で
約
２
５
０
０
０
例
を
超
え
る
手
術
を
行
っ

て
き
た
が
、そ
の
半
数
近
く
は
他
施
設
か
ら
の
紹
介
だ
。

と
り
わ
け
、
技
術
的
に
最
も
難
し
い
網
膜
硝
子
体
手

術
の
実
に
９
割
以
上
が
病
院
を
含
む
他
の
医
療
施
設

か
ら
の
紹
介
患
者
だ
と
い
う
。「
迅
速
な
受
け
入
れ
体

制
と
良
好
な
治
療
結
果
に
よ
っ
て
、
患
者
さ
ま
と
先
生

方
か
ら
高
い
信
頼
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
大
変
嬉
し
く

感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
先
生
方
と
密
に
連
携

を
図
り
患
者
さ
ま
の
た
め
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
」
と
語
る
大
島
理
事
長
は
、
従
来
日
帰
り

が
困
難
で
あ
っ
た
網
膜
硝
子
体
手
術
の
低
侵
襲
化
を

追
求
し
、
切
開
創
わ
ず
か
０
・
４
ミ
リ
の
27
ゲ
ー
ジ
無

縫
合
硝
子
体
手
術
シ
ス
テ
ム
の
開
発
者
と
し
て
も
世

界
に
名
を
馳
せ
る
な
ど
、
手
術
に
関
連
す
る
技
術
開
発

の
業
績
が
国
際
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

網
膜
硝
子
体
疾
患
の
日
帰
り
手
術
を
実
現
し
た

高
度
な
無
縫
合
小
切
開
手
術
シ
ス
テ
ム

同
グ
ル
ー
プ
で
は
、
低
侵
襲
で
画
期
的
な
手
術
シ
ス

テ
ム
と
し
て
注
目
さ
れ
た
27
ゲ
ー
ジ
硝
子
体
手
術
シ
ス

テ
ム
に
加
え
、
全
国
に
先
駆
け
て
最
新
の
３
Ｄ
デ
ジ
タ

ル
観
察
シ
ス
テ
ム
を
試
験
導
入
す
る
な
ど
、
最
新
の
設

備
と
熟
練
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
チ
ー
ム
体
制
の
確
立
に

よ
っ
て
、
黄
斑
前
膜
や
黄
斑
円
孔
の
よ
う
な
比
較
的
に

シ
ン
プ
ル
な
疾
患
の
み
な
ら
ず
、
網
膜
剥
離
や
増
殖
糖

幅
広
い
眼
科
医
療
に
対
応

高
度
な
眼
科
日
帰
り
手
術
を
行
う
プ
ロ
集
団

医
療
法
人
聖
佑
会
お
お
し
ま
眼
科
グ
ル
ー
プ
は
、

大
阪
の
高
槻
市
、
八
尾
市
お
よ
び
松
原
市
を
中
心
に

展
開
し
て
い
る
日
帰
り
手
術
専
門
施
設
だ
。「
最
新
の

眼
科
医
療
を
身
近
な
地
域
に
広
め
た
い
」
と
い
う
大

島
佑
介
理
事
長
の
理
念
の
も
と
、
２
０
２
３
年
２
月

現
在
、
日
本
眼
科
学
会
認
定
眼
科
専
門
医
７
名
、
視

能
訓
練
士
12
名
、
手
術
に
精
通
し
た
看
護
師
９
名
、

医
療
事
務
9
名
、
計
37
名
の
経
験
豊
富
な
各
専
門
分

野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
在
籍
し
、
全
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
日
々
の
診
療
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。

当
グ
ル
ー
プ
で
は
白
内
障
手
術
、
網
膜
硝
子
体
手

術
や
眼
瞼
形
成
手
術
の
み
な
ら
ず
、
斜
視
手
術
、
さ

ら
に
は
、
最
新
の
近
視
矯
正
手
術
と
し
て
注
目
さ
れ

る
Ｉ
Ｃ
Ｌ
手
術
（
眼
内
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
）
に
も
高

い
専
門
性
を
も
っ
て
幅
広
く
対
応
し
て
い
る
。
日
々

成
長
す
る
同
グ
ル
ー
プ
を
束
ね
る
手
術
統
括
医
の
大

島
理
事
長
は
、
大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
や
京
都

大
学
再
生
医
科
学
研
究
所
で
眼
科
の
基
礎
研
究
や
臨

床
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
活
動
は
国
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
海
外
か
ら
も
頻
繁
に
招
聘
さ
れ
国
際
的
に

活
躍
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ
。
そ
の
た
め
、
国

内
外
の
他
施
設
か
ら
の
患
者
紹
介
が
多
く
、
難
治
性

疾
患
や
重
症
例
の
手
術
を
一
手
に
引
き
受
け
、
日
々

自
ら
執
刀
し
て
い
る
。

療
に
定
評
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
乳
幼
児
期
の
屈
折
異

常
を
早
い
段
階
で
見
つ
け
て
治
療
を
始
め
な
い
と
、
弱

視
に
な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
る
。「
子
供
は
自
分

の
見
え
方
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
の
で
、
斜
視
や
弱

視
の
診
断
と
治
療
に
は
親
の
理
解
と
協
力
が
と
て
も
大

切
で
す
。
私
自
身
も
子
を
持
つ
親
と
し
て
一
緒
に
よ
り

良
い
方
法
を
考
え
、
結
果
を
コ
ミ
ッ
ト
す
る
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
池
本
院
長
は
、
小
児
眼
科
だ

け
で
な
く
、
白
内
障
手
術
や
眼
瞼
下
垂
な
ど
眼
形
成
手

術
も
得
意
と
し
て
お
り
、
炭
酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
ー
技
術
を

応
用
し
た
ダ
ウ
ン
タ
イ
ム
が
短
く
、
疼
痛
が
少
な
い
、

そ
し
て
傷
跡
も
目
立
た
な
い
眼
瞼
手
術
を
行
っ
て
い

る
。
同
グ
ル
ー
プ
に
在
籍
す
る
２
人
目
の
女
性
院
長
と

し
て
活
躍
す
る
の
が
お
お
し
ま
眼
科
宮
田
町
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
庄
田
裕
美
院
長
だ
。
大
学
病
院
や
基
幹
病
院
で

様
々
な
難
治
性
眼
炎
症
疾
患
の
診
断
と
治
療
に
従
事
し

て
き
た
経
験
を
活
か
し
た
診
療
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

昨
年
４
月
よ
り
斜
視
・
弱
視
診
療
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

し
て
小
島
美
帆
医
師
が
グ
ル
ー
プ
に
入
職
し
、
各
院
で

の
斜
視
・
弱
視
専
門
診
療
を
担
当
。
小
児
の
弱
視
訓
練

の
み
な
ら
ず
、
局
麻
や
全
身
麻
酔
の
斜
視
手
術
も
一
手

に
引
き
受
け
て
、
良
好
な
手
術
成
績
を
収
め
て
い
る
。

教
育
講
演
や
技
術
指
導
に
尽
力
し

世
界
の
眼
科
医
療
発
展
に
貢
献

　
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
を
見
せ
て
き
た
今
、
海
外
か
ら

再
び
白
内
障
や
網
膜
疾
患
分
野
で
の
招
聘
講
演
や
手
術

ラ
イ
ブ
の
依
頼
が
増
え
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
大

島
理
事
長
は
医
師
同
士
の
評
価
に
よ
る
「
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ

Ｄ
ｏ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｓ
ｉ
ｎ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
に
５
期
連
続

で
選
出
さ
れ
て
い
る
。
日
常
診
療
の
激
務
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
今
も
国
内
外
で
の
講
演
や
技
術
指
導
を
含
め
た

教
育
活
動
を
続
け
る
大
島
理
事
長
は
「
今
後
も
眼
科
医

療
界
全
体
の
発
展
に
尽
力
し
、
後
進
育
成
は
も
と
よ
り

私
自
身
も
成
長
し
続
け
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ま
へ
質
の

高
い
眼
科
医
療
提
供
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
」
と
熱
く

語
り
、あ
く
な
き
探
求
心
は
留
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

医療法人聖佑会 おおしま眼科グループのコロナ感染対策
院内には室内開放および空気清浄機による換気のみならず、オゾンガス発生装置を導入、銀イオンプロコートによる除菌・抗菌、患者およびスタッフ全員のマスク着用、
アルコール消毒、来院入室時の検温と問診などを積極的に行っており、コロナ感染防止対策認定クリニックになっております。

お
お
し
ま
眼
科
池
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

池
本
淳
子
■ いけもと・じゅんこ ■
2001年福井大学医学部卒業後、京都府立医科大学眼科学教
室入局。02年京都府立医科大学附属北部医療センター。03
年宇治徳洲会病院。04年山形井出眼科病院。05年済生会滋
賀県病院医長。09年京都中部総合医療センター医長。13年東
近江市立能登川病院主任部長。18年より現職。日本眼科学会
認定眼科専門医。専門：小児眼科、白内障手術、眼形成手術

お
お
し
ま
眼
科
グ
ル
ー
プ

小
児
眼
科
専
任
医
師

小
島
美
帆

■こじま・みほ ■
2005年京都府立医科大学卒業後、京都府立医科大学眼科学
教室入局。08年済生会滋賀病院。09年済生会中津病院。11
年京都第二赤十字病院。14年バプテスト眼科クリニック。17
年京都府立医科大学附属病院眼科。22年より現職。日本眼科
学会認定眼科専門医。専門：小児眼科、斜視手術

お
お
し
ま
眼
科
松
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

溝
口
晋

■ みぞぐち・しん ■
医学博士。2009年高知大学医学部卒業後、和歌山県立医科大学附属病
院初期臨床研修。11年和歌山県立医科大学眼科学教室入局。和歌山県
立医科大学大学院（博士課程）。12年海南市民病院。13年和歌山県立
医科大学眼科学教室学内助教。17年和歌山県立医科大学附属病院紀北
分院助教。19年おおしま眼科宮田町クリニック院長、21年7月より現職。
日本眼科学会認定眼科専門医。専門：白内障手術、網膜硝子体手術

お
お
し
ま
眼
科
宮
田
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

庄
田
裕
美
■ しょうだ・ひろみ ■
医学博士。2010年金沢医科大学卒業後、大阪医科薬科大学附
属病院初期臨床研修。13年同大学眼科学教室入局。大阪医科薬
科大学大学院（博士課程）。14年山口大学医学部附属病院・診療
助教（国内留学）。17年大阪暁明館病院眼科医員、21年おおし
ま眼科クリニック医員、21年1月より現職。日本眼科学会認定
眼科専門医。専門：眼炎症疾患、メディカル網膜および緑内障

大阪府高槻市宮田町1-29-18
たかつき宮田町ビル3F
【休 診 日】木曜午後、土曜午後、日・祝

　  072-690-7540

宮田町クリニック

大阪府松原市上田4-3-19
河内松原クリニックビル2F 
【休 診 日】木曜午後、土曜午後、日・祝

　  072-339-7060

松原クリニック
OSHIMA EYE CLINIC MATSUBARA

大阪府高槻市西冠1-12-8
たかつき西冠ビル2F
【休 診 日】水曜終日、土曜午後、日・祝

　  072-676-8900

OSHIMA EYE CLINIC

大阪府八尾市桜ヶ丘1-10-2
桜ヶ丘クリニックビル2F
【休 診 日】火曜午後、土曜午後、日・祝

　  072-975-6011

医療法人聖佑会 おおしま眼科グループ 国際学会講演・手術ライブ指導・ウェブセミナー講演

１2

４５

3

１・ベトナムのフエで行われた海外眼科医師指導
プログラムにて手術指導（2016）

２・ローマで開催された網膜硝子体学会（FLORetina2022）にて
行われた手術ライブ後の記念撮影（2022）

３・中国・天津にて開催の網膜硝子体国際学会にて
基調講演後の感謝状授与（2017年）

４・東京にて開催された
第26回網膜硝子体講習会にて講演（2019）

５・ギリシャ・アテネにて手術ライブ（2022）

さ
れ
る
た
め
、
日
常
生
活
へ
の
支
障
が
少
な
く
、
速
や

か
に
社
会
復
帰
で
き
る
の
も
大
き
な
利
点
の
一
つ
で

す
」
と
大
島
理
事
長
は
語
る
。
現
在
、Ｉ
Ｃ
Ｌ
手
術
に

お
け
る
一
定
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
医
師
達
の
中
で
も

数
少
な
い
指
導
的
立
場
で
あ
る
「
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
」
と
し
て
も
活
躍
す
る
大
島
理
事
長
の
執
刀
を

希
望
す
る
患
者
が
大
阪
に
限
ら
ず
近
畿
一
円
よ
り
来

院
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
４
５
０
例
を
超
え
る
Ｉ
Ｃ

Ｌ
連
続
症
例
の
96
％
以
上
が
裸
眼
１・
２
、
99
％
で
１
・

０
以
上
の
良
好
な
裸
眼
視
力
を
獲
得
し
て
い
る
。
ま

た
、
強
度
近
視
の
み
な
ら
ず
、
強
度
乱
視
の
治
療
に

も
有
効
性
を
示
し
て
い
る
。

更
に
、
同
グ
ル
ー
プ
で
は
オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
と

い
う
学
童
期
の
近
視
進
行
抑
制
に
有
効
な
治
療
も

行
っ
て
い
る
。
お
お
し
ま
眼
科
松
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
溝

口
晋
院
長
は
、
大
学
病
院
や
地
域
の
基
幹
病
院
で
難

治
性
白
内
障
の
手
術
や
加
齢
黄
斑
変
性
な
ど
の
網
膜

疾
患
を
中
心
に
研
鑽
を
積
ん
で
き
た
豊
富
な
経
験
を

活
か
し
、
様
々
な
新
し
い
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
就
寝
時
に
特
殊
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
装
用
す
る
こ

と
で
、
角
膜
形
状
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
裸

眼
視
力
の
回
復
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
日
中
は

全
く
眼
鏡
が
要
ら
ず
裸
眼
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
す
る
お
子
さ
ま
で
も
安
心
し
て
治

療
を
受
け
て
頂
け
て
、
特
に
小
学
生
か
ら
中
学
生
の

間
に
治
療
す
る
こ
と
で
、
強
度
近
視
へ
の
進
行
抑
制

に
も
繋
が
り
ま
す
」
と
溝
口
院
長
は
近
視
治
療
の
有

効
性
に
つ
い
て
語
る
。

女
性
医
師
な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か
な
診
療

斜
視
・
弱
視
治
療
と

眼
瞼
下
垂
な
ど
の
眼
形
成
手
術

八
尾
市
の
お
お
し
ま
眼
科
池
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
池
本

淳
子
院
長
は
、
複
数
の
大
学
や
眼
科
専
門
病
院
で
従
事

し
て
き
た
豊
富
な
臨
床
経
験
か
ら
、
全
国
的
に
も
ク
リ

ニ
ッ
ク
レ
ベ
ル
で
は
標
榜
が
少
な
い
小
児
眼
科
を
積
極

的
に
行
っ
て
お
り
、
女
性
な
ら
で
は
の
た
お
や
か
な
診

尿
病
網
膜
症
な
ど
の
重
症
疾
患
に
も
日
帰
り
手
術
で

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
こ
の
医
療
体
制
の

も
と
で
、
当
グ
ル
ー
プ
で
２
０
１
４
年
２
月
か
ら
２
０

２
２
年
12
月
ま
で
に
行
っ
た
７
７
１
例
の
網
膜
剥
離
の

日
帰
り
手
術
で
は
、
初
回
復
位
率
が
９
７
・
４
％
、
最

終
復
位
率
が
９
９
・
８
％
を
誇
っ
て
い
る
。

極
小
切
開
で
行
う
低
侵
襲
な
白
内
障
手
術

負
担
が
少
な
く
感
染
リ
ス
ク
も
大
幅
に
軽
減

　「
近
年
、
日
帰
り
手
術
が
よ
り
一
般
的
と
な
っ
た
白

内
障
手
術
で
も
、
約
２
・
２
㎜
の
極
小
切
開
で
無
縫
合

手
術
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
切
開
と
麻
酔
の
工
夫

に
よ
っ
て
出
血
や
痛
み
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
炎
症
や
感

染
の
リ
ス
ク
も
大
幅
に
回
避
で
き
る
の
で
、
視
力
回
復

が
と
て
も
早
く
、
殆
ど
の
方
が
手
術
の
翌
日
か
ら
普
段

通
り
の
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
入
院
に
比
べ
て
時

間
的
・
経
済
的
な
負
担
が
は
る
か
に
少
な
い
と
言
え
ま

す
」
と
語
る
大
島
理
事
長
は
、
角
膜
混
濁
眼
の
難
治
性

白
内
障
に
対
す
る
新
し
い
術
式
の
開
発
者
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
。
手
術
時
間
の
長
さ
が
予
後
に
影
響
を

与
え
る
と
も
言
わ
れ
る
が
、
一
般
的
な
白
内
障
手
術
を

平
均
４
〜
５
分
で
完
了
で
き
る
の
が
当
グ
ル
ー
プ
の
特

徴
だ
。
ま
た
、「
近
年
、眼
内
レ
ン
ズ
の
選
択
肢
も
増
え
、

健
康
保
険
適
用
の
単
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
や
乱
視
矯
正

対
応
の
眼
内
レ
ン
ズ
の
み
な
ら
ず
、
自
由
診
療
や
選
定

療
養
対
応
の
老
眼
治
療
に
有
効
な
多
焦
点
眼
内
レ
ン

ズ
な
ど
、
自
分
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
レ

ン
ズ
を
選
択
で
き
ま
す
」

学
童
期
に
有
効
な
オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
に
加
え

最
新
の
近
視
矯
正
「
Ｉ
Ｃ
Ｌ
手
術
」
も
実
施

　
当
グ
ル
ー
プ
で
は
近
視
矯
正
手
術
と
し
て
注
目
さ

れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｌ
手
術
（
眼
内
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
）
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。「
強
度
近
視
で
レ
ー
シ
ッ
ク
が

で
き
な
い
場
合
や
結
膜
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
従
来
の
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が
で
き
な
い
場
合
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｌ
手

術
は
可
能
で
す
。
術
後
翌
日
か
ら
裸
眼
視
力
が
改
善

最
新
の
眼
科
医
療
を
提
供
し

地
域
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う

　
お
お
し
ま
眼
科
グ
ル
ー
プ
で
は
、
定
期
的
に
勉
強
会

を
主
催
し
、
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
研
修
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
。「
質
の
高
い
医
療
提
供
の
た
め
は
、

最
新
か
つ
確
実
な
医
療
情
報
の
収
集
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
外
部
講
師
を
招
き
、
地

域
の
先
生
方
に
も
共
に
学
べ
る
生
涯
学
習
の
場
と
し
て

も
提
供
し
て
い
ま
す
」
と
地
域
で
の
中
核
的
な
役
割
を

担
う
大
島
理
事
長
は
熱
く
語
る
。
同
グ
ル
ー
プ
は
２
０

１
４
年
２
月
の
開
院
以
来
、
２
０
２
２
年
12
月
ま
で
の

９
年
間
で
約
２
５
０
０
０
例
を
超
え
る
手
術
を
行
っ

て
き
た
が
、そ
の
半
数
近
く
は
他
施
設
か
ら
の
紹
介
だ
。

と
り
わ
け
、
技
術
的
に
最
も
難
し
い
網
膜
硝
子
体
手

術
の
実
に
９
割
以
上
が
病
院
を
含
む
他
の
医
療
施
設

か
ら
の
紹
介
患
者
だ
と
い
う
。「
迅
速
な
受
け
入
れ
体

制
と
良
好
な
治
療
結
果
に
よ
っ
て
、
患
者
さ
ま
と
先
生

方
か
ら
高
い
信
頼
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
大
変
嬉
し
く

感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
先
生
方
と
密
に
連
携

を
図
り
患
者
さ
ま
の
た
め
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
」
と
語
る
大
島
理
事
長
は
、
従
来
日
帰
り

が
困
難
で
あ
っ
た
網
膜
硝
子
体
手
術
の
低
侵
襲
化
を

追
求
し
、
切
開
創
わ
ず
か
０
・
４
ミ
リ
の
27
ゲ
ー
ジ
無

縫
合
硝
子
体
手
術
シ
ス
テ
ム
の
開
発
者
と
し
て
も
世

界
に
名
を
馳
せ
る
な
ど
、
手
術
に
関
連
す
る
技
術
開
発

の
業
績
が
国
際
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

網
膜
硝
子
体
疾
患
の
日
帰
り
手
術
を
実
現
し
た

高
度
な
無
縫
合
小
切
開
手
術
シ
ス
テ
ム

　
同
グ
ル
ー
プ
で
は
、
低
侵
襲
で
画
期
的
な
手
術
シ
ス

テ
ム
と
し
て
注
目
さ
れ
た
27
ゲ
ー
ジ
硝
子
体
手
術
シ
ス

テ
ム
に
加
え
、
全
国
に
先
駆
け
て
最
新
の
３
Ｄ
デ
ジ
タ

ル
観
察
シ
ス
テ
ム
を
試
験
導
入
す
る
な
ど
、
最
新
の
設

備
と
熟
練
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
チ
ー
ム
体
制
の
確
立
に

よ
っ
て
、
黄
斑
前
膜
や
黄
斑
円
孔
の
よ
う
な
比
較
的
に

シ
ン
プ
ル
な
疾
患
の
み
な
ら
ず
、
網
膜
剥
離
や
増
殖
糖

幅
広
い
眼
科
医
療
に
対
応

高
度
な
眼
科
日
帰
り
手
術
を
行
う
プ
ロ
集
団

医
療
法
人
聖
佑
会
お
お
し
ま
眼
科
グ
ル
ー
プ
は
、

大
阪
の
高
槻
市
、
八
尾
市
お
よ
び
松
原
市
を
中
心
に

展
開
し
て
い
る
日
帰
り
手
術
専
門
施
設
だ
。「
最
新
の

眼
科
医
療
を
身
近
な
地
域
に
広
め
た
い
」
と
い
う
大

島
佑
介
理
事
長
の
理
念
の
も
と
、
２
０
２
３
年
２
月

現
在
、
日
本
眼
科
学
会
認
定
眼
科
専
門
医
７
名
、
視

能
訓
練
士
12
名
、
手
術
に
精
通
し
た
看
護
師
９
名
、

医
療
事
務
9
名
、
計
37
名
の
経
験
豊
富
な
各
専
門
分

野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
在
籍
し
、
全
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
日
々
の
診
療
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。

当
グ
ル
ー
プ
で
は
白
内
障
手
術
、
網
膜
硝
子
体
手

術
や
眼
瞼
形
成
手
術
の
み
な
ら
ず
、
斜
視
手
術
、
さ

ら
に
は
、
最
新
の
近
視
矯
正
手
術
と
し
て
注
目
さ
れ

る
Ｉ
Ｃ
Ｌ
手
術
（
眼
内
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
）
に
も
高

い
専
門
性
を
も
っ
て
幅
広
く
対
応
し
て
い
る
。
日
々

成
長
す
る
同
グ
ル
ー
プ
を
束
ね
る
手
術
統
括
医
の
大

島
理
事
長
は
、
大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
や
京
都

大
学
再
生
医
科
学
研
究
所
で
眼
科
の
基
礎
研
究
や
臨

床
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
活
動
は
国
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
海
外
か
ら
も
頻
繁
に
招
聘
さ
れ
国
際
的
に

活
躍
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ
。
そ
の
た
め
、
国

内
外
の
他
施
設
か
ら
の
患
者
紹
介
が
多
く
、
難
治
性

疾
患
や
重
症
例
の
手
術
を
一
手
に
引
き
受
け
、
日
々

自
ら
執
刀
し
て
い
る
。

療
に
定
評
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
乳
幼
児
期
の
屈
折
異

常
を
早
い
段
階
で
見
つ
け
て
治
療
を
始
め
な
い
と
、
弱

視
に
な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
る
。「
子
供
は
自
分

の
見
え
方
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
の
で
、
斜
視
や
弱

視
の
診
断
と
治
療
に
は
親
の
理
解
と
協
力
が
と
て
も
大

切
で
す
。
私
自
身
も
子
を
持
つ
親
と
し
て
一
緒
に
よ
り

良
い
方
法
を
考
え
、
結
果
を
コ
ミ
ッ
ト
す
る
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
池
本
院
長
は
、
小
児
眼
科
だ

け
で
な
く
、
白
内
障
手
術
や
眼
瞼
下
垂
な
ど
眼
形
成
手

術
も
得
意
と
し
て
お
り
、
炭
酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
ー
技
術
を

応
用
し
た
ダ
ウ
ン
タ
イ
ム
が
短
く
、
疼
痛
が
少
な
い
、

そ
し
て
傷
跡
も
目
立
た
な
い
眼
瞼
手
術
を
行
っ
て
い

る
。
同
グ
ル
ー
プ
に
在
籍
す
る
２
人
目
の
女
性
院
長
と

し
て
活
躍
す
る
の
が
お
お
し
ま
眼
科
宮
田
町
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
庄
田
裕
美
院
長
だ
。
大
学
病
院
や
基
幹
病
院
で

様
々
な
難
治
性
眼
炎
症
疾
患
の
診
断
と
治
療
に
従
事
し

て
き
た
経
験
を
活
か
し
た
診
療
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

昨
年
４
月
よ
り
斜
視
・
弱
視
診
療
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

し
て
小
島
美
帆
医
師
が
グ
ル
ー
プ
に
入
職
し
、
各
院
で

の
斜
視
・
弱
視
専
門
診
療
を
担
当
。
小
児
の
弱
視
訓
練

の
み
な
ら
ず
、
局
麻
や
全
身
麻
酔
の
斜
視
手
術
も
一
手

に
引
き
受
け
て
、
良
好
な
手
術
成
績
を
収
め
て
い
る
。

教
育
講
演
や
技
術
指
導
に
尽
力
し

世
界
の
眼
科
医
療
発
展
に
貢
献

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
を
見
せ
て
き
た
今
、
海
外
か
ら

再
び
白
内
障
や
網
膜
疾
患
分
野
で
の
招
聘
講
演
や
手
術

ラ
イ
ブ
の
依
頼
が
増
え
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
大

島
理
事
長
は
医
師
同
士
の
評
価
に
よ
る
「
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ

Ｄ
ｏ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｓ
ｉ
ｎ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
に
５
期
連
続

で
選
出
さ
れ
て
い
る
。
日
常
診
療
の
激
務
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
今
も
国
内
外
で
の
講
演
や
技
術
指
導
を
含
め
た

教
育
活
動
を
続
け
る
大
島
理
事
長
は
「
今
後
も
眼
科
医

療
界
全
体
の
発
展
に
尽
力
し
、
後
進
育
成
は
も
と
よ
り

私
自
身
も
成
長
し
続
け
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ま
へ
質
の

高
い
眼
科
医
療
提
供
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
」
と
熱
く

語
り
、あ
く
な
き
探
求
心
は
留
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

医療法人聖佑会 おおしま眼科グループのコロナ感染対策
院内には室内開放および空気清浄機による換気のみならず、オゾンガス発生装置を導入、銀イオンプロコートによる除菌・抗菌、患者およびスタッフ全員のマスク着用、
アルコール消毒、来院入室時の検温と問診などを積極的に行っており、コロナ感染防止対策認定クリニックになっております。

お
お
し
ま
眼
科
池
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

池
本
淳
子
■ いけもと・じゅんこ■
2001年福井大学医学部卒業後、京都府立医科大学眼科学教
室入局。02年京都府立医科大学附属北部医療センター。03
年宇治徳洲会病院。04年山形井出眼科病院。05年済生会滋
賀県病院医長。09年京都中部総合医療センター医長。13年東
近江市立能登川病院主任部長。18年より現職。日本眼科学会
認定眼科専門医。専門：小児眼科、白内障手術、眼形成手術

お
お
し
ま
眼
科
グ
ル
ー
プ

小
児
眼
科
専
任
医
師

小
島
美
帆

■ こじま・みほ ■
2005年京都府立医科大学卒業後、京都府立医科大学眼科学
教室入局。08年済生会滋賀病院。09年済生会中津病院。11
年京都第二赤十字病院。14年バプテスト眼科クリニック。17
年京都府立医科大学附属病院眼科。22年より現職。日本眼科
学会認定眼科専門医。専門：小児眼科、斜視手術

お
お
し
ま
眼
科
松
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

溝
口
晋

■ みぞぐち・しん■
医学博士。2009年高知大学医学部卒業後、和歌山県立医科大学附属病
院初期臨床研修。11年和歌山県立医科大学眼科学教室入局。和歌山県
立医科大学大学院（博士課程）。12年海南市民病院。13年和歌山県立
医科大学眼科学教室学内助教。17年和歌山県立医科大学附属病院紀北
分院助教。19年おおしま眼科宮田町クリニック院長、21年7月より現職。
日本眼科学会認定眼科専門医。専門：白内障手術、網膜硝子体手術

お
お
し
ま
眼
科
宮
田
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

庄
田
裕
美
■ しょうだ・ひろみ■
医学博士。2010年金沢医科大学卒業後、大阪医科薬科大学附
属病院初期臨床研修。13年同大学眼科学教室入局。大阪医科薬
科大学大学院（博士課程）。14年山口大学医学部附属病院・診療
助教（国内留学）。17年大阪暁明館病院眼科医員、21年おおし
ま眼科クリニック医員、21年1月より現職。日本眼科学会認定
眼科専門医。専門：眼炎症疾患、メディカル網膜および緑内障

大阪府高槻市宮田町1-29-18
たかつき宮田町ビル3F
【休 診 日】木曜午後、土曜午後、日・祝

072-690-7540

宮田町クリニック

大阪府松原市上田4-3-19
河内松原クリニックビル2F
【休 診 日】木曜午後、土曜午後、日・祝

072-339-7060

松原クリニック
OSHIMA EYE CLINIC MATSUBARA

大阪府高槻市西冠1-12-8
たかつき西冠ビル2F
【休 診 日】水曜終日、土曜午後、日・祝

072-676-8900

OSHIMA EYE CLINIC

大阪府八尾市桜ヶ丘1-10-2
桜ヶ丘クリニックビル2F
【休 診 日】火曜午後、土曜午後、日・祝

072-975-6011

医療法人聖佑会 おおしま眼科グループ  国際学会講演・手術ライブ指導・ウェブセミナー講演
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１・ベトナムのフエで行われた海外眼科医師指導
　　プログラムにて手術指導（2016）

２・ローマで開催された網膜硝子体学会（FLORetina2022）にて
　　行われた手術ライブ後の記念撮影（2022）

３・中国・天津にて開催の網膜硝子体国際学会にて
　　基調講演後の感謝状授与（2017年）

４・東京にて開催された
　　第26回網膜硝子体講習会にて講演（2019）

５・ギリシャ・アテネにて手術ライブ（2022）




